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ASSETS OF OUR LIVES 2022年 10月 01日 第 36巻 18号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】どこまで沖縄の人たちを苦しめるつもりなのだろう。沖縄の人た

ちは、日本人としての人権が認められていないのだろう。少しばかりの

お金を沖縄県民にばらまいて、政府の言いなりになるようにしようとす

る「ヤマト」のやり方に、抵抗することなく受け入れないと、生きても

いけないのでしょう。ウチナンチューの真実を知れば戦争も格差も環境

破壊も防げるという志成館の信念までも奪うような、金権政治がまかり

通っています。悲しいことです。 

【右】第二次世界大戦後の処理で、日本が戦後賠償をしな

くてよくなったのは、同じ仏教国のスリランカの指導者、

ジャヤ・ワルダナさんのおかげであるということはすでに

授業の中でも教えています。右はそのことを記した記事で

す。それにもかかわらず、日本を信じて働きに来たウシュ

マさんを入管の施設で死なせるというよりも殺すとは、な

んとまあ日本は無慈悲でひどい国に成り下がったもので

す。早くこの国の姿や考え方を変えない限り、結局ひどい

目にあうのはあなた達次の時代の人たちなのです。 

恩を仇（あだ）で返す とはこのことです！！ 

【上】東北大震災の時に東京電力の原子力発電所のメルトダウンで被曝して、住居地

を離れざるを得なかった人への損害賠償（損失補償）の裁判が続いています。被害者

に十分な補償がなされているとはとても思えませんが、それでも被害者は国や東京電

力と戦い続けざるを得ないでしょう。呆れたのはこのような被害があるのに、岸田首

相は、原子力発電所を再稼働そして新しい建設を目指すそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下】ＣＯＶＩＤ－19に罹患（りかん＝感

染した）した患者を放置するなど、少なくと

も先進国ではあってはならないことです。こ

んな事態になったのは、中曽根から小泉から

安倍に至る自民党の新自由主義者たち、そし

て大阪維新の会たちの悪政が導いた結果なの

です。しかしメディアはそんなことを伝えよ

うともしません。これでは日本は破滅しま

す、ちょうど戦前のような言論統制がなされ

た時のように。このようなごく普通の国民の

声や、毎日の中畑流川柳の内容の方が、大メ

ディアの報道よりも正確なのです。 

【下】ずいぶん前の記事で、多くの人はもう忘れ去っているか

もしれませんが、眞子さんの強い意志を讃えたいと思って載せ

ています。だけど夫婦生活は厳しいものですので、将来「 

離婚」ということもあるかもしれませんよ。（笑） 

【下】の記事は、今の地球温暖化を予測していてノーベル賞を受賞された真鍋さんの記事です。 

【下の下】の記事は、ノーベル賞「経済学賞」は欧米中心で、日本や中国などの人たちはもらうことがほ

とんどないという批判記事です。博打（ばくち）みたいな理論をつくり、自分も破産した人間がノーベル

賞をもらっているくらいで、アメリカ合衆国のような資本主義の利益になるためだけにあるのが経済学賞

と言えるでしょう。そもそもノーベル賞も不公平な基準があることは知っておいてください。 

【下】トーマス・カリアーさんはノーベル賞ではなく

「スウェーデン銀行賞」にするべきであると述べられて

います。それに 3年ほど前、森ＩＮ志成館が尊敬するノ

ーベル賞を受賞されたアメリカ合衆国のポール・クルー

グマン博士は「経済学は人類の幸せに貢献してこなかっ

た」とＮＥＷＳＷＥＥＫを通じて誠実にも世界中にメッ

セージを出されました。しかしマルクス経済学系統の経

済学者の理論は、人類を救えるでしょう。というのは、

お金持ちのための理論ではないからです。 

止まらない冤罪事件 


